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歴史講演会
　公益財団法人福島県文化振興財団設立
　福島県文化センター開館 50周年記念事業

第１部「東北の縄文　北・南」(10：00 ～ )

　基調講演「北日本の縄文―世界遺産としての価値―」(菊池徹夫 副理事長兼福島県文化財センター白河館館長 )

　報　　告「川俣町前田遺跡調査成果速報」(三浦武司 遺跡調査部専門文化財主査 )

第２部「読み直すふくしまの歴史講演会」(13：00 ～ )

　講演１　「ふくしまの弥生時代の石器」(吉田秀享 遺跡調査部副部長兼調査課長 )

　講演２　「土器からみたふくしまの中世」(飯村均 福島県文化センター副館長 )

202
0.11

.29

1



発表者のプロフィール 

菊池 徹夫（きくち てつお） 
現  職  公益財団法人福島県文化振興財団副理事長兼福島県文化財センター白

河館館長。他に、早稲田大学名誉教授、縄文遺跡群世界遺産登録推進専
門家委員会委員長を務めている。 

出  身  １９３９(昭和 14)年 北海道函館市に生まれる。 
主な著書  『世界考古学事典』 共編著 平凡社 1979年 

『北方考古学の研究』 単著 六興出版 1984年 
『歴史科学としての考古学』 共訳 雄山閣出版 1991年 
『考古学調査研究ハンドブックス』 共編著 雄山閣出版 1993年 
『考古学の教室』 単著 平凡社新書 2007年 
『はじめての考古学』 単著 あさがく選書 2013年 

三浦 武司（みうら たけし） 
現  職  公益財団法人福島県文化振興財団 遺跡調査部 専門文化財主査 

前田遺跡(川俣町)の発掘調査を担当する。その他に新田遺跡(新地町)、 
馬場前遺跡(楢葉町)など、縄文時代の遺跡の発掘調査に数多く携わる。 

出  身  １９７４(昭和 49)年 福島県郡山市に生まれる。 
主な著書  「沼沢火山噴火の影響からみる縄文時代前期末葉と中期初頭の遺跡分布」 

『福島県文化財センター白河館研究紀要第 18号』 2020年 

吉田 秀享（よしだ ひでゆき） 
現  職  公益財団法人福島県文化振興財団 遺跡調査部 副部長兼調査課長 
出  身  １９６１(昭和 36)年 福島県いわき市に生まれる。 
主な著書  「鉄製梵鐘」『モノと技術の古代史 金属編』 共編著 吉川弘文館 

2017年 

飯村 均（いいむら ひとし） 
現  職 公益財団法人福島県文化振興財団 福島県文化センター 副館長 
出  身 １９６０(昭和 35)年 栃木県大田原市に生まれる。 
主な著書  『中世奥羽の考古学』東北中世史叢書８ 単著 高志書院 2015年 

『東北の名城を歩く 北東北編 青森・岩手・秋田』 共編著  
吉川弘文館 2017年 



( 公財 ) 福島県文化振興財団設立　福島県文化センター開館 50 周年記念事業
「読み直すふくしまの歴史」事業　歴史講演会発表資料
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編集・発行　公益財団法人福島県文化振興財団遺跡調査部

▲福島県文化センター大ホール第二緞帳（モデルは双葉町清戸迫 76号横穴墓装飾壁画）


